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9_ 棄教 


•棄教 者とは： イス ラームを 受け入れた 状態から、 自ら 望んで 不信仰へ と 戻る 者の ことで 
す。 


# 棄教 者の 法的 位置づけ： 

棄教 者は、 不信仰 者と して 生まれた 者よりも ひどい 不信仰の 中に あります。 イス ラーム 
からの 棄教は 文字通り イス ラームからの 逸脱を 意味し、 他界す る 前に それを 悔い改めて イ 
ス ラームに 改宗し 直さない 限り、 来世に おいては 永劫の 業火に よる 懲罰を 科されます。 ま 
た棄教 者が 悔悟し ない まま 死んだ か 殺害され たかしたら、 その 遺体は 洗浄され ず、 葬儀の 
礼拝 も 執り行われません。 また ムス リムの 墓地に 埋葬され る こと もありません。 

1— 至高の アツ ラーは こう 仰ら れ ました：- そして あなた 方の 内で その 宗教 （イス ラーム） 
から 不信仰へ と 戻り、 そして （その 状態の まま） 死んだ 者は、 不信仰 者で ある。 彼らの 行 
いは 現世と 来世に おいて 無益な ものと なり、 そして 彼らは 地獄の 業火の 中に 永遠に 留まる 
ことになる。， （ク ルアー ン 2:217) 

2— イブ ン .アツ バース （彼らに アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラ 
一からの 祝福と 平安 あれ） は 言いました： 「その 宗教 （イス ラーム） を 替える 者は、 殺す の 
だ。」 （アル = ブ ハーリーの 伝承 1 ) 

# 棄教 者が 定められた ことに 潜む 英知： 

イス ラームは 人生に おける 完全な 手法で あり、 人類が 必要と している もの 全てを 網羅す 
る 包括的な 秩序です。 また イス ラームは 人間の 先天的 素質と 理性に 合致し、 根拠と 明 証の 
上に 成立して います。 イス ラーム こそは 最大の 恩恵で あり、 現世と 来世に おける 幸福は 正 
に それに よっての み 実現され るので す。 

この イス ラームを 一旦 受容した 後に 棄教 する ことは、 自らを 奈落の 奥底にまで 突き落と 
し、 また アツ ラーが 私たちの 宗教と して お 悦びに なられた ものを 突き返し、 かつ アツ ラー 
とその 使徒を 騙す にも 等しい ことと 見なされます。 彼は それ 抜きには 現世と 来世が 正しい 
状態とは ならない 真理を 否定した ので あり、 それゆえに 死刑が 義務付けられます。 2 

•棄教 の 種類： 

1 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （3017)。 

2 訳者 注： 刑罰の 執行は 全て、 イス ラーム 法で もって 治める 統治者の 命に よって 行われます。 イス ラーム 
法治国家は 無論の こと 非 イス ラーム 国に おいても また、 一般人が 勝手な 判断で 私刑を 行う ことは 禁じられ 
ています。 
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棄教 には 3 種類あります： 


1_ 信条 的 棄教： 例と しては、 以下のような ものが 挙げられます： 

アツ ラーの ノレ ブービー ヤ 3 において、 かれ 以外の 同位 者 や 共同者な どを 認める こと。 
アツ ラーの クルー ヒー ヤ 4 において、 かれ 以外の 同位 者 や 共同者な どを 認める こと。 
アツ ラーの ル ブービー ヤの 否定。 

アツ ラーの 唯一 性の 否定。 

アツ ラーの 属性の いずれ かを 否定す る こと。 

諸 預言者 （彼らに アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） の 真実の 否定。 

諸 啓 典の 真実の 否定。 

死後の 復活の 否定。 

天国、 あるいは 地獄の 存在の 否定。 

例え それを 実践して いたと しても、 イス ラームの 教えを 全体 的に、 あるいは 部分的 
に 嫌悪して いる こと。 

飲酒 や 姦淫な ど、 イス ラームが 明白に 禁じて いる 物事を 合法と 見なす こと。 

サラ 一 （礼拝） や ザカー （義務の 喜捨） などの ように、 イス ラームが 明白に 命じて 
いる 義務 行為を 否定したり、 疑念を 持ったり する こと。 

尚 上述の ことを 無知から 犯して いる 場合は、 不信仰に 陥った ことには なりません。 あく 
まで それらの 規定を 知りつつ、 そのような 誤った 信条 や 考えに 固執す る 者の みが 不信仰に 
陥った と 見なされる のです。 

2_ 言動 的 棄教： 例と しては、 以下のような ものが 挙げられます： 

アツ ラーの 悪口を 言う こと。 

諸 預言者の 悪口を 言う こと。 

諸 天使の 悪口を 言う こと。 

諸 啓 典の 悪口を 言う こと。 

預言者で はない 者に 対しての 預言者 性の 主張。 

アツ ラーと 並べて 何 か 他の ものに も 祈願す る こと。 

アツ ラーに 子供 や 配偶者が いる、 などと いう 言葉。 

飲酒 や 姦淫な ど、 イス ラームが 明白に 禁じて いる 物事を 否定す る 言動。 

アツ ラーが お 約束され、 また 警告され た 物事な ど、 イス ラーム そのもの やその 一部 
を 嘲笑す る こと。 

預言者 （彼に アツ ラーからの 祝福と 平安 あれ） のサ ハーバ （教 友たち） の 中傷。 


3 訳者 注： いわゆる 主 性。 つまり この 世の 創造 や 管理、 所有 や 支配な どに 関する 権威。 

4 訳者 注： いわゆる 神性。 つまり 真に 崇拝され るべき 権威。 
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3_ 行動 的 棄教： 例と しては、 以下のような ものが 挙げられます： 


アツ ラー 以外の 何 かに 対して 犠牲を 捧げる こと。 

アツ ラー 以外の 何 かに 対して サジダ （伏 礼） する こと。 

サラ 一の 放棄。 

イス ラームに 背を 向け、 それにつ いて 学び もしなければ 教授 もしない こと。 

ムス リムに 対して、' >7 レク 5 の 徒を 援助す る こと。 

•棄教 者に 対し 義務付けられる こと： 

正常な 理性を 備えた 成人で 自ら 望んで イス ラームを 棄教 した 者は、 イス ラームに 再びい 
ざない、 悔悟して 再 改宗す る ことを 勧めます。 それで 悔悟 すれば その 者は ムス リムです が、 
もし 悔悟せ ずに 棄教に 固執し 続ける 場合は 刀に よる 斬首 刑に 処 されます。 この場合 その 者 
は 固定 刑では なく、 不信仰 者と して 死刑に 処 される ことになります。 

アブー. ムーサー （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 ある 男が イス ラームを 受容 
した 後、 ユダヤ教 徒にな りました。 すると そこに ムアー ズ •ブン •ジャパ ルが やって来て、 

_ その 男は アブー. ムーサーの もとにい ました-言いました：' 「一体 この 男は どうしたの 
だ？" （アブー •ムーサーは） 言いました：" イス ラームを 受け入れた 後に ユダヤ教 徒にな 
ったの だ。" （ムアー ズ は） 言いました：" 私は 彼を 殺す まで 腰を下ろすまい。 （それは） ア 
ツ ラーと その 使徒が 定めた ことなの だ。"」 （アル = ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 6 ) 

•イス ラームの 何 かの 否定に よって 棄教 した 者の 悔悟は、 その 否定した ことを 肯定し、 か 
つ それに 2 つの シャハ 一 ダ 7 の 宣言が 伴わなければ なりません。 

♦配偶者の 棄教 に関して： 

配偶者が 棄教 したら、 その 者は その 伴侶に とって 合法ではなくなります。 

棄教 した 者が 夫で ある 場合は、 妻が イツダ （待 婚期 間） 中で ある 限りに おいて、 悔悟し 
た 後に 彼女と 復縁す る ことが 可能です。 もし イッダ 中に 復縁し なければ 彼女は 婚姻 状態 か 
ら 解消され る ことと なり、 もし 両者が 後に 再婚を 望む 際には-無論 元 夫の イス ラーム 改宗 
が 条件と なります が-新たな 婚姻 契約と マ ハ ノレ （婚姻の 際の 贈与 財） が 義務付けられます。 

•魔術の 法的 位置づけ： 


5 訳者 注： 詳しくは 「タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「シルク」 の 項を 参照の こと。 

6 サ ヒー フ •アル = ブ ハーリー （7157)、 サ ヒー フ .ムス リム （1824)。 文章は アル = ブ ハーリーの もの。 

7 訳者 注： 「ラー •イラ 一 ハ •イツ ラツ ラー、 ムハンマド ツラ スー^^ ツ ラー （アツ ラーの 他に 真に 崇拝す 
べき ものは なく、 ムハンマドは その アツ ラーの 使徒で ある）」 という 信仰告白 のこと。 
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魔術は その 学習 や 教授、 実行 や 実演な ど 全て 禁じられます。 


1 一 シャイ ターンを 媒介す る 魔術を 行う 者は、 不信仰に 陥ります。 もし 悔悟し ない 場合は 
棄教 者と 同様の 形で 死刑に 処 されます。 

2 — 薬物 類な どを 用いた 魔術を 行う 者は、 不信仰 者に 陥りません。 このような 者は 悔悟し 
ない 限り、 他人の 権利を 侵犯す る 犯罪者と して 裁判官 8 の 裁量に より 死刑に 処 されます。 

至高の アツ ラーは こう 仰ら れま した：- そして スライ マーン （ソロモン） が 不信仰に 陥 
つたので はない。 シャイ ターン （悪魔） こそが 不信仰を はたらき、 人々 に 魔法を 教授した 
ので ある。， （ク ルアー ン 2: 102) 

また アブー •フライ ラ （彼に アツ ラーの ご 満悦 あれ） によれば、 預言者 （彼に アツ ラー 
からの 祝福と 平安 あれ） は 言いました：‘ 「 7 つの 大罪を 避けよ。" （教 友たち は） 言いました： 
"アツ ラーの 使徒よ、 それは 何の ことでしょう か？" すると （預言者は） 言いました：" ア 
ッ ラーに 対する シ ノレ ク 9 。 魔術。 アツ ラーが 禁じられた 人の 命を 不当に 奪う こと。 ジ バー 1 〇 を 
貪る こと。 孤児の 財産に 不当に 手を 付ける こと。 戦場からの 逃亡。 無実な ムフ サンの 婦人 
の 貞節に 関する 名誉 毁 損。"」 （アル = ブ ハーリーと ムス リムの 伝承 11 ) 


8 訳者 注： イス ラーム 法で 裁く 裁判官の ことです。 

9 訳者 注： 詳しくは 「1— タウ ヒー ドと イー マーン」 の 章の 「シルク」 の 項を 参照の こと。 

10 訳者 注： 詳しくは 「4— ムアー マ ラート」 の 章の 「④ リパー」 の 項を 参照の こと。 

11 サ ヒー フ .アル = ブ ハーリー （2766)、 サ ヒー フ .ムス リム （89)。 文章は アル = ブ ハーリーの もの。 
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